
ガ
ス
設
備
で
Ｚ
Ｅ
Ｂ
実
現

施
設
の
事
業
継
続
性
を
向
上

識者の
視点

田
辺
新
一
・
早
稲
田
大
学
創
造
理
工
学
部
建
築
学
科
教
授

新
築
、改
修
で
Ｚ
Ｅ
Ｂ
レ
デ
ィ
に

Ｇ
Ｈ
Ｐ
や
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
設
置

建
築
物
分
野
の
脱
炭
素
対
策
と
し
て
「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ル
）」
が
急
速
に
注
目
を
集
め
て
い
る
。
地
方
自
治
体
・
企
業
が
ガ

ス
空
調
や
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
（
以
下
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
）
等
を
活
用
し
て
Ｚ
Ｅ
Ｂ
を
実
現
し
た
、
い
わ
ば
「
ガ
ス
Ｚ
Ｅ
Ｂ
」
の
先

進
事
例
も
増
え
て
き
た
。
そ
こ
で
、
日
本
ガ
ス
協
会
に
ガ
ス
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
メ
リ
ッ
ト
等
に
つ
い
て
解
説
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
田
辺
新
一
・
早
稲
田
大

学
創
造
理
工
学
部
建
築
学
科
教
授
に
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
重
要
性
に
つ
い
て
聞
い
た
。

Ｚ
Ｅ
Ｂ
は
「
Ｎ
ｅ
ｔ

Ｚ
ｅ
ｒ

ｏ

Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｙ

Ｂ
ｕ
ｉ
ｌ
ｄ

ｉ
ｎ
ｇ
」
の
略
で
、
快
適
な
室
内

環
境
を
実
現
し
な
が
ら
、
建
物
で

消
費
す
る
年
間
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
収
支
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を

目
指
し
た
建
築
物
を
意
味
す
る
。

省
エ
ネ
に
よ
っ
て
建
築
物
で
使
用

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
減
ら
し
つ

つ
、
創
エ
ネ
設
備
で
使
う
分
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
を
ネ
ッ
ト
（
正
味
）

で
ゼ
ロ
に
す
る
。

省
エ
ネ
基
準
に
対
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
削
減
率
に
応
じ
、「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
」

「
ニ
ア
リ
ー
Ｚ
Ｅ
Ｂ
」「
Ｚ
Ｅ
Ｂ

レ
デ
ィ
」「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
オ
リ
エ
ン
テ

ッ
ド
」
の
４
段
階
の
区
分
け
が
あ

り
、
最
も
省
エ
ネ
性
能
が
高
い「
Ｚ

Ｅ
Ｂ
」
の
場
合
、
年
間
の
一
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
正
味
で
ゼ
ロ

ま
た
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
。

Ｚ
Ｅ
Ｂ
は
、
そ
の
重
要
性
は
認

識
さ
れ
な
が
ら
、
普
及
に
向
け
た

課
題
も
多
か
っ
た
。
し
か
し
、「
国

の
脱
炭
素
宣
言
を
契
機
に
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル（
Ｃ
Ｎ
）に
向

け
た
建
築
物
分
野
の
主
要
対
策
と

し
て
Ｚ
Ｅ
Ｂ
を
積
極
的
に
推
進
す

る
方
針
が
掲
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、

改
め
て
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い

る
」
と
日
本
ガ
ス
協
会
の
吉
田
範

行
普
及
部
長
は
説
明
す
る
。

ガ
ス
設
備
を
有
効
活
用

普
及
に
向
け
た
国
の
動
き
が
加

速
し
た
こ
と
を
受
け
、
地
方
自
治

体
・
企
業
等
に
よ
る
Ｚ
Ｅ
Ｂ
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
も
活
発
化
し

て
き
た
。
日
本
ガ
ス
協
会
に
よ
る

と
、
全
国
に
は
す
で
に
Ｇ
Ｈ
Ｐ
等

の
ガ
ス
空
調
や
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ

を
活
用
し
て
Ｚ
Ｅ
Ｂ
を
実
現
し
た

「
ガ
ス
Ｚ
Ｅ
Ｂ
」
が
続
々
と
増
え

て
い
る
。
新
築
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
だ
け
で

な
く
、
老
朽
化
し
た
既
存
の
ガ
ス

設
備
を
更
新
す
る
際
に
建
物
の
省

エ
ネ
改
修
と
組
み
合
わ
せ
て
Ｚ
Ｅ

Ｂ
化
改
修
し
た
事
例
も
あ
る
と
い

う
。「

Ｚ
Ｅ
Ｂ
に
は
、
①
光
熱
費
の

削
減
②
快
適
性
・
生
産
性
の
向
上

③
不
動
産
価
値
の
向
上
④
事
業
継

続
性
の
向
上


と
い
っ
た
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。
ガ
ス
設
備
の
活
用

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
多
重
化
で

き
、
事
業
継
続
性
を
い
っ
そ
う
向

上
さ
せ
ら
れ
る
。
特
に
災
害
時
に

避
難
所
と
な
り
、
一
定
期
間
の
事

業
継
続
を
求
め
ら
れ
る
公
共
施
設

に
は
、
停
電
対
応
コ
ー
ジ
ェ
ネ
や

停
電
対
応
Ｇ
Ｈ
Ｐ
と
い
っ
た
ガ
ス

設
備
の
活
用
が
有
効
」
と
吉
田
部

長
は
説
明
す
る
。

Ｚ
Ｅ
Ｂ
を
実
現
す
る
上
で
鍵
と

な
る
の
が
、
公
共
施
設
を
含
め
た

事
務
所
ビ
ル
や
商
業
施
設
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
の
大
半
を
占
め
る
空

調
と
照
明
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
の
削
減
だ
。
空
調

に
つ
い
て
は
建
物
の
断
熱

性
能
を
高
め
、
熱
源
の
高

効
率
化
や
空
調
関
連
制
御

で
消
費
量
を
削
減
。
照
明

は
照
明
設
備
の
高
効
率

化
、
照
明
制
御
な
ど
で
削

減
す
る
こ
と
に
な
る
。「
窓

等
の
外
皮
の
断
熱
性
能
を

高
め
た
上
で
、
高
効
率
な

ガ
ス
設
備
を
活
用
し
て
空

調
の
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
削
減
す

る
こ
と
で
建
築
物
の
省
エ
ネ
レ
ベ

ル
を
『
Ｚ
Ｅ
Ｂ
レ
デ
ィ
』
相
当
へ

と
高
め
ら
れ
る
。
都
市
ガ
ス
業
界

は
Ｇ
Ｈ
Ｐ
や
コ
ー
ジ
ェ
ネ
等
の
高

効
率
化
、
高
性
能
化
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
こ
れ
ら
を
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
実

現
に
有
効
活
用
で
き
る
」
と
吉
田

部
長
は
話
す
。

２
０
２
０
年
１０
月
、
菅
義
偉
前

首
相
が
国
会
で
所
信
表
明
演
説
を

行
い
、
日
本
が
５０
年
ま
で
に
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）
を

目
指
す
と
宣
言
し
た
。
２１
年
１０
月

に
は
温
室
効
果
ガ
ス
を
３０
年
度
ま

で
に
１３
年
度
比
で
４６
％
削
減
す
る

こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
「
地
球
温
暖

化
対
策
計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ

た
。
そ
の
中
で
「
業
務
そ
の
他
部

門
」
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を

５１
％
削
減
、「
家
庭
部
門
」
を
６６

％
削
減
す
る
方
針
が
決
ま
っ
た
。

田
辺
新
一
教
授
は
、「
建
築
物

分
野
の
排
出
削
減
策
の
大
き
な
柱

が
、
徹
底
的
な
省
エ
ネ
と
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
だ
。

電
化
し
て
再
エ
ネ
電
力
を
導
入
す

れ
ば
、
省
エ
ネ
の
努
力
は
不
要
と

の
声
も
あ
る
が
、
日
本
は
資
源
が

非
常
に
少
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
率
は
１１
％
程
度
し
か
な
い
。
そ

う
し
た
状
況
で
は
、
他
の
国
々
よ

り
さ
ら
に
徹
底
し
た
省
エ
ネ
が
必

要
に
な
る
こ
と
を
認
識
す
べ
き
で

あ
る
」
と
警
鐘
す
る
。

建
築
物
の
省
エ
ネ
を
推
進
す
る

た
め
、
一
定
規
模
以
上
の
非
住
宅

建
築
物
に
省
エ
ネ
基
準
へ
の
適
合

を
義
務
付
け
る
「
建
築
物
省
エ
ネ

法
」が
１５
年
７
月
に
公
布
さ
れ
た
。

こ
れ
に
合
わ
せ
、「
一
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
（
Ｂ
Ｅ
Ｉ
）」
と

い
う
新
た
な
評
価
基
準
も
導
入
さ

れ
た
。
同
法
に
よ
っ
て
１７
年
度
か

ら
２
０
０
０
平
方
㍍
以
上
の
非
住

宅
建
築
物
は
新
築
時
に
Ｂ
Ｅ
Ｉ
が

１
・
０
以
下
と
い
う
基
準
を
満
た

す
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
そ

の
後
、
３
０
０
平
方
㍍
以
上
の
非

住
宅
建
築
物
に
も
拡
張
さ
れ
た
。

省
エ
ネ
を
さ
ら
に
進
め
た
建
物

が
Ｚ
Ｅ
Ｂ
で
あ
る
。
Ｚ
Ｅ
Ｂ
は
、

そ
の
性
能
に
よ
っ
て
「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
」、

「
ニ
ア
リ
ー
Ｚ
Ｅ
Ｂ
」、「
Ｚ
Ｅ
Ｂ

レ
デ
ィ
」、「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
オ
リ
エ
ン
テ

ッ
ド
」
に
分
け
ら
れ
る
。

注
目
さ
れ
て
い
る
Ｚ
Ｅ
Ｂ
で
あ

る
が
、
非
住
宅
建
築
物
の
年
間
着

工
数
に
占
め
る
割

合
は
０
・
５
％
以

下
で
あ
る
。

「
大
き
な
理
由
が
コ
ス
ト
だ
。

『
Ｚ
Ｅ
Ｂ
レ
デ
ィ
』
に
相
当
す
る

建
築
物
を
建
て
た
場
合
、
イ
ニ
シ

ャ
ル
コ
ス
ト
は
５
～
１０
％
程
度
増

す
と
の
調
査
結
果
が
あ
る
。
こ
の

コ
ス
ト
増
加
分
を
不
動
産
価
値
の

向
上
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
な
市

場
環
境
が
ま
だ
整
備
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
普
及
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ

て
い
た
」

し
か
し
、
国
の
Ｃ
Ｎ
宣
言
を
契

機
に
停
滞
し
て
い
た
状
況
が
大
き

く
様
変
わ
り
し
つ
つ
あ
る
。

国
土
交
通
省
、
経
済
産
業
省
、

環
境
省
の
３
省
は
２１
年
４
月
か
ら

「
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
住
宅
・

建
築
物
の
省
エ
ネ
対
策
等
の
あ
り

方
検
討
会
」
を
開
き
、
脱
炭
素
化

に
向
け
た
対
応
策
を
議
論
。
Ｃ
Ｎ

に
向
け
た
住
宅
・
建
築
物
の
省
エ

ネ
対
策
等
の
あ
り
方
・
進
め
方
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
取
り
ま
と
め

た
。
こ
の
中
で
は
Ｚ
Ｅ
Ｂ
も
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
各
省
は
Ｚ
Ｅ
Ｂ
を
積
極

的
に
推
進
す
る
方
針
を
相
次
い
で

打
ち
出
し
て
い
る
。

国
土
交
通
省
は
今
年
４
月
に

「
官
庁
施
設
の
環
境
保
全
性
基

準
」
を
改
定
。
官
庁
施
設
を
新
築

す
る
場
合
、
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
を
原
則
「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
オ
リ
エ

ン
テ
ッ
ド
」
相
当
以
上
と
す
る
こ

と
を
規
定
し
た
。

文
部
科
学
省
は
５
月
に
「
Ｚ
Ｅ

Ｂ
事
例
集
」
を
公
表
し
た
。
Ｃ
Ｎ

の
実
現
に
向
け
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
等
を
図
っ
た
文
教
施
設
整
備

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
、「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
デ
ザ
イ
ン
」

の
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
。

環
境
省
は
、
４
月
１
日
に
改
正

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
が
施
行

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
地
方
自
治

体
へ
の
国
か
ら
の
技
術
的
助
言

「
地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
策
定

・
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
改
定
し

た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
中
に
は
、
Ｚ

Ｅ
Ｂ
化
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
民
間
企
業
に
も

変
化
が
表
れ
て
い
る
。

「
不
動
産
価
値
向
上
に
向
け
、

Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
が
重
要
で
あ
る
と
の
認

識
が
広
ま
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
は
あ
ま
り
積
極
的
で
は
な
か

っ
た
高
層
ビ
ル
、
超
高
層
ビ
ル
で

も
『
Ｚ
Ｅ
Ｂ
レ
デ
ィ
』
級
の
建
築

物
が
建
ち
始
め
て
い
る
。
地
方
自

治
体
が
、
市
役
所
や
町
役
場
等
を

Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
す
る
事
例
も
各
地
に
増

え
て
き
た
。
自
治
体
に
は
Ｚ
Ｅ
Ｂ

化
に
よ
っ
て
光
熱
費
を
削
減
で
き

る
ほ
か
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
も
向
上

さ
せ
ら
れ
る
利
点
が
あ
る
」
と
田

辺
教
授
は
指
摘
す
る
。

最
後
に
、
今
後
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
と
、

５０
年
の
Ｃ
Ｎ
実
現
に
向
け
た
ガ
ス

業
界
に
対
す
る
期
待
に
つ
い
て
聞

い
た
。

「
日
本
が
今
後
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
を
推

進
し
て
い
く
上
で
は
、
新
築
の
み

な
ら
ず
、
既
存
の
建
築
物
を
改
修

し
て
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
す
る
こ
と
も
重
要

に
な
る
だ
ろ
う
。
既
存
の
建
築
物

を
有
効
利
用
す
る
こ
と
で
、『
エ

ン
ボ
デ
ィ
ー
ド
・
カ
ー
ボ
ン
（
コ

ン
ク
リ
ー
ト
や
鉄
な
ど
の
建
築
資

材
の
製
造
時
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
を
含

め
た
新
築
時
の
排
出
量
』
を
削
減

で
き
る
た
め
だ
。

ま
た
、
Ｃ
Ｎ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
再
エ
ネ
電
力
が
注
目
さ
れ
て

い
る
が
、
昨
今
の
電
力
需
給
ひ
っ

迫
や
電
気
料
金
の
高
騰
リ
ス
ク
な

ど
を
踏
ま
え
れ
ば
、
ガ
ス
を
使
用

し
て
い
く
こ
と
も
重
要
に
な
る
。

Ｇ
Ｈ
Ｐ
等
を
活
用
し
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
を

達
成
す
る
と
と
も
に
建
物
の
消
費

電
力
を
削
減
す
る
こ
と
が
可
能

だ
。
現
時
点
で
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
を

活
用
し
て
燃
焼
時
に
Ｃ
Ｏ
２

を
排

出
し
な
い
と
見
な
さ
れ
る
Ｃ
Ｎ
都

市
ガ
ス
な
ど
を
活
用
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
が
、
ガ
ス
業
界
は
メ
タ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
開
発
を
進
め

て
お
り
、
将
来
は
Ｃ
Ｎ
な
ガ
ス
を

使
用
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て

い
く
だ
ろ
う
。

５０
年
の
Ｃ
Ｎ
実
現
に
向
け
て

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
者
は

ガ
ス
や
電
気
を
販
売
し
て
収
益
を

上
げ
る
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
モ
デ

ル
か
ら
『
サ
ー
ビ
ス
』
を
提
供
す

る
事
業
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
Ｚ
Ｅ
Ｂ
に
つ
い
て
も

上
手
な
運
用
時
の
エ
ネ
マ
ネ
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
提
供
す
る
よ
う
な
ス

キ
ー
ム
も
で
き
て
く
る
だ
ろ
う
」

全
国
各
地
に
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ

プ
の
ガ
ス
Ｚ
Ｅ
Ｂ
が
で
き
て
い

る
。
福
岡
県
久
留
米
市
は
自
治
体

の
中
で
も
率
先
し
て
取
り
組
ん
で

お
り
、
特
に
既
築
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
を

推
進
し
て
い
る
。

久
留
米
市
は
今
年
１
月
、
築
５０

年
を
超
え
る
４
階
建
て
の
上
下
水

道
部
合
川
庁
舎
を
改
修
し
、
５０
％

以
上
の
省
エ
ネ
を
達
成
す
る
「
Ｚ

Ｅ
Ｂ
レ
デ
ィ
」
と
し
た
。
Ｌ
ｏ
ｗ

―
Ｅ
ペ
ア
ガ
ラ
ス
等
で
断
熱
性
能

を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
Ｇ
Ｈ

Ｐ
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、
太
陽
光
発
電

設
備
等
を
設
置
し
て
い
る
。

電
子
制
御
装
置
の
製
造
メ
ー
カ

ー
で
あ
る
ア
ー

ル
・
ビ
ー
・
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
ズ

は
２１
年
、
石
川

県
金
沢
市
の
本

社
を
増
改
築
し

た
。
屋
根
、
外

壁
、
土
間
下
に

断
熱
材
を
敷
設

す
る
外
断
熱
工

法
で
断
熱
性
能

を
高
め
る
と
と

も
に
、
高
効
率

な
Ｇ
Ｈ
Ｐ
や
太

陽
光
発
電
設
備

を
導
入
。「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
レ
デ
ィ
」
の

認
証
を
取
得
し
た
。

都
市
ガ
ス
事
業
者
の
取
り
組
み

も
あ
る
。

５
月
、
岡
山
ガ
ス
の
新
本
社
ビ

ル
（
岡
山
市
）
が
竣
工
し
た
。
地

上
５
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
約
４

千
平
方
㍍
で
、「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
レ
デ
ィ
」

の
認
証
を
取
得
し
た
。
コ
ー
ジ
ェ

ネ
や
排
熱
回
収
型
ガ
ス
吸
収
冷
温

水
機
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
等
の
ガ
ス
設
備
の

ほ
か
、
太
陽
光
発
電
設
備
等
を
設

置
し
て
い
る
。

京
葉
ガ
ス
は
２２
年
１
月
、
千
葉

県
船
橋
市
に
あ
る
自
社
ビ
ル
「
船

橋
ビ
ル
」
を
省
エ
ネ
改
修
し
、「
Ｚ

Ｅ
Ｂ
レ
デ
ィ
」
の
認
証
を
取
得
し

た
。
高
効
率
Ｇ
Ｈ
Ｐ
に
更
新
し
た

ほ
か
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、
太
陽
光
発

電
設
備
等
を
導
入
。
一
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
を
５６
％
削
減
し
た
。

今
後
、
本
紙
で
事
例
を
紹
介
し

て
い
く
。

日本ガ

ス協会は

「ガスＺ

ＥＢ」普

及に向け

て、「ガスＺＥＢポータル」サイ

トを立ち上げる。順次、ガスＺＥ

Ｂ事例等を紹介していく予定。

解説

吉田範行部長

建築物を「ガスＺＥＢ」に

ガスＺＥＢのポータルサイト

日本ガス協会

事例

岡山ガスの新本社ビル

京葉ガスの船橋ビル

国
が
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
普
及
を
加
速

企
業
の
意
識
に
変
化
、自
治
体
も

付日1月8年2022ガスエネルギー新聞


